
中小企業等の経営・運営」に関する指導・相談・コンサルティング事業

1.-1_公的機関,等の会員企業に対.する,中小企業経営支授

・公的機関等への営業活動、情報収集活動を十分に行えず、具体的な中小企業支援活

動に結ぴつけることが出来なかった。

1-2 その他、中小企業経営支援

・(株)ロッドプランニングさんのコロナ禍における給付金等の申請支援業務を行う。兵庫

県新型コロナウイルス感染.症拡大.防止協力金の申.請を行い給付された。事.業復"活支援

金、兵庫県中小企業原油価格・物価高騰対策一時金の申請支援を行い給付されナニ。

・池本醤油合名会社さんの経営革新計画・ものづくり補助金の申請支授を行いともに採

択されナニ。

1-3 新規の中小企業経営支援

・鵬工ーケーエ.蔦.さん支援のための準備を行っナ品

2022年度の事業毅告書

2.中小企業等の経営・運営に関する講演会・研修・セミナー企画開催事業

2-1月次セミナー

月次セミナーを 12 回実施した。講師は会員講師 11 名、外部講師1名であった。

(実施状況)

4月17日(日)

19:00~ 20:30

開催日

5月15日'(日)

19:00~20:30

6月19日(日)

14:30~16:00

010327

7月17日(日)

14:30~16:00

金融機関の現状からみた経営戦略

8月21日(日.)

14:'30・~16:、00

小規模M.&A'の置き薬柴界での事例

9月18日(日)

14:30~16:00

「2030年すべてが加速する世界に

備えよ」を読んで

テーマ

10月16日(日)

14・:30~ 16 ; 00

外国人労働者の雇用管理

11月20日く日〕

14:30~16:00

X-Tech'時代のビジネスモデルの図解

12月18日(日)

14:30~16:00

事業再構築補助金について
(企業内診断士の視点から)

1月22日(日)

14:30~16:00

ものづくり補助金について

2月19日(.旧)

14:30~ 16:00

障害者雇用について

正会員吉田孝司氏

3月19日(日)

14:30~ 16:00

講師

経営のよりどころ

正会員村上顕.氏

防火管理からの展開

正会員宮本哲也氏

起業・兼業・・複業・のすす・め~人生扣0
年時代の働き方~

正会員丹後和也氏

出席
人数

『世界のビジネスエリートはなぜ美意

識を鍛えるのか(山口周著)』から
考える

正会員陸井浩三氏

7人

正会員松田宏樹氏

9人

黒澤優氏

8人

正会員大橋恭・子氏

8人

正会員大西廣氏

9入

正会員萩原正五郎
氏

10 人

正会員丹後和也氏

9人

正会員齋藤俊氏

9人

10 人

7人

10 人

7人



一

2-2 尼崎市サマーセミナー(於:尼崎市立尼崎高校)に

NP0法人ビジネスアシストこうべとして出講

日時:8月7日(日)14:30~ 15:20

テーマ:.「起業・兼.業・複業.のすすめ~人,生 100.年時代の勧き方~」

講師:正会員丹後和也受講者:25人

3.中小企業等の経営・運営に関する調査・研究・普及啓発事業

・今年度の活動は、特になかった。

4、中小企.業.等,の経.営・.運営に関する情綴提供業務

4一「'ホームページ'の璽新・'りニューアル

・月例研究会会員エッセイを中心に随時HPの更新を行った。

・理事長交代によるHP の更新を行った。

4-2 BAK紹介パンフレットの更新

・更新は行わ.なかっナニ。

4-3 マスコミ広報・チラシ作成

・案内チラシの作成は行わなかった。

5.中小企業等の代表者と経営・運営支援専門家との交流の場提供事業

・今年度の.活動.は、特.になかった。
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法人名:特定非営利活勤法人ビジネスアシストこうべ

経常収益

1.受取会費

正会員受取会費

賛助会員.受取会費

2,受取寄付金

受取寄付金

3.事業収益

指導・相談・コンサルティング事業収益

'講演会・'研修・セミナー企画開発事業

調査・研究・普及啓発事業

情報提供事業

交流の場提供事業

4.その他収益

受取利息

雑収ス

経常収益計

経常費用

1,亭業費

(1)その他経費

諸謝金

軽営相談手数料

会場代

研究会資料代

旅費交通費

諸会費

事業費計

2.管理費

(1)モの他経費

会議費

旅費交通費

通信費

消耗品費

雑費

諸会費

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

経常外収益

経常外費用

当期正味財産増減額

薊期繰越正味財産額

次期繰越正味財崖額

2022年4月1日から2023年3月3 1日まで

科

豆

金 額

(単位:円)

0

70,000

0

0

70,000

-66,022

釘6,905

610,883

0

66,1BO

2,300

18.000

6

70,006

86,480

19,,548

30' 000

86朝0

49,548

3

136.028

-66,022

0
0

0
0
0
0

、
目

6
0

Ⅲ
Ⅳ

0
0

0
0

0
0



(法 28条第1項関係様式例、報告式)

2022年度[特定非営利活

2023年

1 資産の部
1 流資産
現金

預金
未収会費
流産合計 (A )

2 固定'産
固定資産合計 (B)

資産.合計 (ア)

Ⅱ負の部

1 流負債
未払い金
流動負債合計 (C)

2 固定負債

固定負合計 ( D)

負債合計 (イ)

Ⅲ正味財産の部
前期繰越正味財産(ウ)

当期正味財産増加額(減少額)(エ)
正味財産合計(オ)

負及び正味財産合計(カ)

に係る

3月3

676.905

-66,022

業]会計貸借対照表

1日現在
,法人ビジネスアシストこーベ

(C+D)

15,234
648.47フ
0

0

52,828

、

610,883
ウ+エ

663,711
(イ+)

0

卵3 711

52 828

0

663,711
(A十B)

0

52,828

676,905

-66.022

0

52,828



1.重要な会計方針

計一類の作成は、NP0法人会計基準(2010年7月20日 2011年11月20日一部改正 NP0法人
会計基準協議会)1こよっています。

2. 業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

1 経常収益
舮

受取会費1.

受取寄付金2.
F

受取助成金等3.
F

事収入4.
P

その他収益5.

経常収益計

夏経常費用

(1)その他経
諸謝金

旅費交通費等

会場代

研究会'料代

通

消耗品費

会費

その他経費計

経常用計

当期経常増減額

科 目
指埠・相・コン
サルティング

・研'修・
セミナー企事

70.000

0

70,000

0

計 理

66,180

70,000

0

70,000

、

合計

2.300

18,000

0

66180

66180

3820

0

66,180

乙300

t8.000

20300

20300

△ 20300

70,000

6

70,006

86480

86480

△ 16480

19.548

0

30,000

49548

49548

△ 49542

0

66,180

乙300

18,000

19,548

0

30,000

136028

136028

△ 66022

0
 
0
 
0

0
0
0
0
6
6

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0

0
0
0
0
0

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0

0
0

0
0
0
0
0



包

(法第28条第1項関係様式伊D

1 資産の部
1 流動資産
現金預金
現金
普通預金
未収会費
流動資産合計

2 固定資産

固定資産合.計

資産合計

Ⅱ負債の部
1 流動負債
未払.い金
流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産、

2022年度

2023年

要

現金手許有高
みなと銀行三宮支店

(A)

会計財産目録

3月31日現在
定 F'叫痢b 動法人_

( B)

(ア)

15,'234

648,4刀
0

ビジネス,アシス,トこうべ

(C)

円)

( D)

(イ)

(ウ)

0

663,711

52,、828

0

663,711

(A十B)

0

52,828

0

52,828

(C十 D)

610,8部
アーイ

5

位金


